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スヌーピーグッズと小池研究室
本学 1号館 9階にある私の研究室には，「小池研究室
（教職ゼミ）」という表札とともに，「スヌーピーカフェ」の
クリアシートも掲げてある。部屋には，縫いぐるみ，マグ
カップから，キーホルダーやボールペンなどのスヌーピー
グッズが鎮座している。この7年あまりに，折に触れて学
生の皆さんから頂いたものである。初めはいくつかのグッ
ズや，授業レポートなどに押すスヌーピースタンプぐらい
だったのだが。
「先生はスヌーピーが好きなんですか？」とのお尋ねは，
もうずいぶん受けてきた。それで，「は広がる」ことに
なり，書架のかなりのスペースを占めることになったとい
う次第である。このは，大学事務局の職員の方にまで届
き，「スヌーピー展」の入場券を頂戴する恩恵にも浴して
きた。（この場を借りて，感謝申し上げる。）
スヌーピーとの縁（えにし）については，さほど詳しく
説明するようなことはないが，「なぜ好きなのか」との問
いにだけ，簡単に答えておこう。
「スヌーピー」あるいは「スヌーピーとその仲間たち」
（Snoopyandhisfriends）として知られる漫画は，チャー
ルズMシュルツによって，『ピーナッツ』という名の
新聞連載漫画として米7紙に登場した。1950年10月2日
のことである。スヌーピーは，この漫画の主要キャラクタ
ーのビーグル犬である。漫画への登場は，連載開始の2日
後，1950年10月4日のことである。（因みに，スヌーピー
自身の誕生日は，作品内に描かれた場面から，公式に8月10日
だとされている。）メディアへの登場が1950年であって，
スヌーピーの生年ではないのだが…。
さて，答えにしよう。
私の誕生日は1949年1月29日なので，スヌーピー登場
より8ヶ月ほど早い。1949年か1950年かは，堺屋太一の
命名した「団塊の世代」の尻尾と次世代の先頭とで大差が
あるのだが，相手はアメリカの話，流行りの「グローバルな
視点」に立てば，まさしく「同世代」である。その親近感
が大きな理由である。ほんの数ヶ月の歳の差はあるが，人
生半世紀経過，還暦などの節目はほぼ重なり合うのである。
もう一つは，「仲間たち」にある。スヌーピーの動詞形
はsnoopで，「いろいろと詮索する」といった意味である。
詮索，特に詮索好きというと，ネガティヴに受け取られる
ことが多いが，私は「細かなことまで，丹念に，興味深く
調べる」と，ポジティヴに理解する。「好奇心旺盛」は良
いことであり，これまた親近感を抱き，共鳴する。
更にもう一つ，この漫画には大人が登場しないのである。
スヌーピーの兄弟姉妹も，飼い主のチャーリーブラウン
とその仲間も「子ども」だけである。アメリカを代表する
キャラクターとしては，ウォルトディズニーのものがつ
とに有名だが，ここは異なるところである。登場人物がみ
んな子どもというのが何よりいい。シュルツは，スヌーピ
ーのモデル，あるいはこの作品の主題として，キリスト
イエスを思い描いていたのではないかとも思えるのである。
「幼児のようでなければ天国には入れない」し，そのよう
な人間に寛容で，受け容れる姿勢で貫かれている。
まあ，難しい理屈は要らない。スヌーピーにしろミッキ
ーマウスにしろ，キティちゃんやサザエさんにしろ，教育
論などと結びつけたりすると，ややこしくなってしまう。
先に進めよう。
ところで，この『学苑』への寄稿は，第871号の論考で
打ち止めのはずだったのだが，近代文化研究所所長の齋藤
彰先生の思し召しで，この頁を頂くことになった。この頁
は，研究に勤しまれ，立派な業績を論文に仕上げられた方々
が，その捨てるにはあまりにも惜しまれる成果の名残を，
気軽な立場で綴られるものだと承知している。しかし，非
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才な私には搾りかすも残ってはいない。
そこで，本学での営みの打ち明け話のようなことで，お
許しを乞う。そこから，多少なりとも私の「教育や教師へ
の思い」を，特に学生の皆さんにみ取って頂ければ，望
外の喜びである。
ひとは「群れる」生きもの
人間は，その出生と死に関しては，全くの無力である。
自分の生まれる時と場を，誰も選ぶことはできないし，
「神の手」を持つ医師であれ，何もすることはできずに，
一人で死に臨む。その意味では，「人間は孤独な存在」な
のかも知れない。しかし，生も死も，多くの人たちに迎え
られ，見守られてが常であろうし，それが幸せな人生でも
ある。そして，この世を旅する間は，「一人」では生きら
れない。「受胎から天国まで」を群れの中で生きるもので
ある。
「群れる」などと言うと，野性的，それ以上に野蛮なこ
とを連想する人も多いだろう。「不良の群れ」「暴徒の群れ」
などを思い浮かべるからである。ここでは，そんな物騒な
ことを言おうとするのではない。「徒党を組む」という言
葉のように，陰謀を企んだり派閥の抗争を考えているので
もない。もっと素直に，単純に「群れる」ことを，思い描
いてほしい。
群れること，多くの仲間と集団を作ってともに生きると
いう人間の本質本性を，現代はあまりにも軽視（無視に
近いだろうか）している。ここで群れるとは，もちろん直
接に，面と向かってである。「お手手つないで」だし，「目
と目を合わせる」ような関係でである。ブログやツイッタ
ーその他のSNSで，世界中とつながっている，それがグ
ローバル時代だなどという詭弁に与するものではない。
って，偉大な哲学者の言葉を聴こう。高校の「現代社
会」や「倫理」の教科書にも登場する，「人間は社会的
（ポリス的）動物である。」は，誰もが知っている。アリス
トテレスの言葉である。
本論から大きく逸れるので，1字右にずらすが，序な
がら大事なことなので，忘れる前に言っておこう。「誰
もが知っている」はずのことを，「誰もが知っている」
とは限らない。「誰もが正しく知っている」とは，なお
限らない。言葉としては知っているだろうし，穴埋めテ
ストなどで「誰の言葉か」と問われれば，「頭のいい」
日本の生徒は「アリストテレス」と答えられる。その手
の学力は依然としてある。だが，これにどんな意味があ
るのだろうか。
同様のことは，今話題の「日本国憲法」についても言
える。憲法は，小学校6年生の「社会」で基本原理など
を学び，中学校「社会公民的分野」で重要な条項を学
び，高校「公民」の「政治経済」または「現代社会」で，
更に詳細を学ぶ。定期テストには「第96条」が出題さ
れることも多い。硬性憲法などという術語も学ぶ。しか
し，国民の多くは憲法を知らないと言う。学校では習わ
なかったと言う。だから，写真版の憲法条文の本（『日
本国憲法』（小学館アーカイヴス），2013年）が人気を博すの
である。
小中高校で社会科教師（現制度での地歴科，公民科
を含む）だった私は，「これは大変な不祥事」だと認識
し，当時の児童生徒だった皆さんに「お詫びのしよう
もない」と思う。木だけを見て，細かな学校知を一時的
にでも獲得すれば，それを「頭がいい」こととし，森を
知らないような育て方をしてしまったことに対してであ
る。これが，日本の社会科教育の一つの真実である。気
になると脱線してしまう「悪い癖」が出てしまった。元
に戻ろう。
アリストテレスは，師であるソクラテス，プラトンを承
けて，人間は社会を作り，政治を営む動物だと規定した。
これがここで言う「群れる」である。もっと素朴に言えば，
かつてのテレビドラマ「3年B組金八先生」での坂本金八
の科白，「人という字はね，人間と人間が支え合ってでき
ているんだよ。」でもある。
「人間みな兄弟」と，標語では言えても，現実にはそう
はいかない。ウマが合わない反りが合わない相手もいる。
孤独な時間を求めることもある。それが人間，それも人間
である。しかし，それでも「群れる」宿命にある。
学校は集うところ
私自身は，未だ師範学校の気配がうっすらと感じられた
時代の国立の教員養成大学で学んだ。「ゼロ免コース」な
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どは，もちろんない古の頃である。
60年代末から70年代初頭にかけての「政治の季節」で
あったこともあるが，時を選ばず，仲間と群れ集い，語
り合う日々であったように思う。それは，教室であり，サ
ークル部屋であり，教員研究室であった。一人で図書館に
籠ったこともないわけではないが，多くは集いの場に居た。
学外の喫茶店や飲み屋も，そうした貴重な場であった。こ
れをそのまま，現代の，女子大でもあり，教職課程しか持
たない（注：教員養成学科として初等教育学科が存在するが，
ここでは幼稚園および小学校の教員養成と，保育士養成を行って
おり，中高校の教員養成と栄養教諭養成は教職課程の認可によ
る）本学のような大学にスライドさせようなどと乱暴なこ
とを考えるものではない。しかし奉職して気付いたのは，
そのような集いの場が「皆無」という現実だった。
これまで，いくつかの私立大学の教職課程で非常勤講師
を務めてきたが，形態や規模の違いはあるが，殆どの大学
に教職課程の履修学生，その中でも「中高校の先生にな
りたい」と希望する学生の集いの場が設けられていた。
「教職の溜まり場」があった。それがなかった。
教職課程の履修学生は毎年120名程度だが，それでも全
学生の1割程度になり，実際に教師となる学生も10名前
後の実績を挙げているのにである。教職科目の授業では同
じ教室にいても，講義科目では学科が違えば名前すらはっ
きりしない。同学科でも，「クラスが違うので知りません」
というのには驚かされた。これでは情報の共有もできないし，
互いに励まし合い，刺激し合うこともできない。そこで先
ず，「群れの中から仲間が集う場」を設けることにした。
着任に当たって，学生が集う場どころか，教員採用試験
の過去問集や検定教科書と教師用指導書の置場もないので，
研究室に置いてほしいと，上司から要請があり，それを引
き受けていたこともあって，研究室を「溜まり場」とする
ことになったのである。諄いようだが，研究でも勉強のた
めの場でもなく，溜まり場である。
大学の研究室には多様な使い方があるだろう。論戦の場
もあるだろうし，実験の場もあるだろう。しかし，教職課
程の学生が集える場は，しかつめらしく，小賢しいお勉強
をする以前に，気軽に寛げ，自由にものが言える空気こそ
必要なのである。そこで，「教職サロン」と名付けてオー
プンした。「本学の教職課程履修の学生ならば，どなたで
も」，「出入り自由で何の拘束もなし」，「昼食の場として利
用もどうぞ」と，あくまで自由な場である。ただ，「口コ
ミ」だけでは周知が難しく，公平性も懸念されるので，小
さなポスターを掲示した。（最初は，学生ホールなどにも掲示
したが，その後の学内情報環境の変化に伴い，現在は，教職課程
室のある1号館9階と，各学科の掲示板に限っている。また，ポ
ータルサイトなどは利用せず，アナログにだけ頼ってもいる。）
最初のうちは，時たま一人二人の状況が続いていたが，
3年目になると日本語日本文学科の元気な3人娘が訪れ，
それを契機に常連客が増え，今日に至る。その時の3人は，
神奈川県の私立中高と東京都23区の区立中学校の国語教
師と神奈川県の公立小学校の教師として，それぞれ活躍中
である。
溜まり場らしくなってきたのを機に，サロンでは風営法
に抵触するといけないので（冗談），「教職ゼミ」と改名し
た。中身は変わらないのだが，学生にとっては「ゼミ」の
方がイメージ化しやすいということもあった。今年度は，
前後期とも「火曜日の12時10分過ぎから13時30分頃ま
で（3時限に授業がある人は，言うまでもなくその前に退室）」
で，毎週開店している。
毎週欠かさずにというメンバーは多くはないが，何らか
の形で集い，この溜まり場を活用されて教師の夢を実現し
た仲間は，2012年度卒業生までで40人を超えている。
では「溜まり場」の効用とは何なのか。
「朱に交われば赤くなる」ように語る
溜まり場の典型は，赤提灯や縄のれんをくぐって入るよ
うな飲み屋をイメージするのが分かりやすい。居酒屋でも
いいが，スナックや○○パブは，私のイメージからは少し
ずれる。もちろん，料亭やホテルのバーラウンジなどは対
象外である。（これは，私が夜毎そうした飲み屋に入り浸ってい
るからではない。今は，殆ど飲む機会も持たない（持てない）が，
若い教師だったころを振り返り，しみじみありがたかったと思う
からに他ならない。）
飲み屋では何をするのか。刺身や焼き鳥をつまみに酒を
飲むのが最大の目的だろう。しかし，重要なのは派生的な
目的の方にある。上司の悪口を言い，仕事の愚痴をこぼす
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は定番だろうが，これすら，それだけでは終わらない。こ
れが「非公式な情報交換」としても重要なのである。職場
の数人の仲間から，隣り合わせの見ず知らずの仲間へと拡
大していくことも多い。公の「交際費」を使うわけではな
く，身銭を切る。名刺の交換をすることもなく匿名である。
大将や女将（これも将軍の地位）は，お客を「社長」「先生」
などと呼び，所属も地位も明かさないのが礼儀である。匿
名だが，ツイッターなどとは異なり，相手は目の前にいる。
昂じれば喧嘩にもなるが，それも人間関係力を培う訓練で
もある。高度成長の原動力は，こうした自発的な交わりに
あったと考察する社会学者もいる。
あらぬ方向に行ってしまったが，「教職ゼミ」はこれと
共通する。（研究室で酒を酌み交わしたことはない。）
学生は匿名ではないが，個人として全く自由に参加して
いる。学科の専攻も，取得予定の免許状教科も違う仲間は，
偶然出会った飲み屋の仲間に似ている。学問研究の意図を
もって臨むのではないが，知らず知らずに，もっと大事な
ことを学び，意欲をかきたてられ，勇気を与えられたりす
ることになる。ある種の，ヒドゥンカリキュラムの効果
だとも言える。この3年間の平均で毎年15名弱の教師と
なる学生を輩出できたことに，細やかではあってもプラス
の働きをしたのではと，密かに思っている。
交わりの中で，欠かせないことに「共に食す」ことがあ
る。食事を共にするのは「心を開いて交わる」証である。
象徴的なのは，キリストの「最後の晩」であろう。首脳
間の会議やサミットでも，郊外の別荘で集い，ワーキング
ランチとしたりするのは，その「演出」である。「見合い」
の場で食事をするのも，真実を知りたいからである。
教室で講義を受けながら飲食はあり得ない。極端に言え
ば「だから，本音が聞けない。素顔が見えない。」ことに
なるのは，やむを得ない。学食のランチを持ち寄ってであ
れ，お弁当であれ，食事を共にする効果は大きい。
語り合ったことは消えていくが，それを残そうという動
きが出ると，「継承」「伝統」へとつながっていく。
2011年度の卒業生の一人から，「教育実習で体験したこ
と，感じたことを，公的記録としてではなく，率直に綴っ
たものを創りたい。」との声が出た。彼女が企画原稿依
頼編集製本の全てをこなして，『教育実習の時間』（湯
本喜恵編）という冊子が完成した。10名の仲間が寄稿して
くれた。学生の自発性に，完全に委ねられたものである。
教師が指示をし，フォーマットを示したりすれば，簡単に
運ぶだろう。しかし，私は印刷の助手をする程度で，任せ
ることが，自由な集い交わり語らいの成果なのである。
ここまで来たと，私も感激した。
続きがある。2012年度も，そうした先輩の背中を見つ
めていた学生が，同じように試みてくれた。寄稿者は5名
だったが，量の問題ではない（細井瞳編『続教育実習の時
間』）。この動きを見ながら，私は「建学の精神」を掲げ，
たった一人の生徒のためにも心血を注いだ，私学の開拓史
を思う。教育の始まり（α）と終わり（Ω）を思う。
些細な「井戸端会議下世話」のすすめ
長々と振り返ってきたが，大学での学問研究を軽んじて
いるわけではない。だが，教育（教育学か）は雑学である。
学問に長けていることと教師力人間力とは必ずしも一致
しない。卓抜で学位の高い教育学者が，よい教師だとは限
らない。教師が「教えないことこそ教える」のは，教養が
「無用の用」とされるのに通じる。
長屋の共同井戸の周りでの下世話（世間話）であった
「井戸端会議」に着目しよう。「会議」には揶揄も籠められ
ているが，立派な会議室で，○○プロジェクトなどと銘打
ったものが高尚なのではない。水みや洗濯の「ついで」
でいい。生活に根差しているからである。そこで交わされ
る雑談には，コミュニケーション原理が生きていた。「自
由自発，他愛ないこと，否定しない」である。このよう
な力を，今は「コミュニケーション力人間関係力」など
として，学習対象にするほどに退化させている。そのため
に，「生徒との距離が取れない」「保護者との対応が最も困
難」と悩む教師を，大量に生んでいる。
教員養成を6年制にしようが，教職大学院を増産しよう
が，道徳教育を教科にしようが，そうした発想では一向に
解決はしない。庶民の知恵とされていたことを，「温故知
新」として見つめ直すことこそ急務だと，私は考えてきた。
小池研究室では「お勉強」はしなかったが，取り留めもな
い話や雑談はよくした，と思い出してもらえれば，これほ
ど嬉しいことはない。そうした教師は，保護者とも話を弾
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ませ，互いに協力し合う関係を作るに違いない。
スヌーピーが登場した漫画タイトルは『ピーナッツ』だ
ったと既に述べた（編集者によるもので，作者シュルツは嫌っ
ていたようだが）。peanutsには「取るに足らないもの」の
意味がある。が，否定的に考えてはならない。「瑣事も疎
かにしないこと」と，積極的に理解したい。これは「教育
のこころ」でもある。
「蛇足」ならぬ「蜥蜴の足」ながら
こんなことに紙幅を頂くのは恐縮だが，二三の補足をさ
せて頂く。
「スヌーピー」（『ピーナッツ』）の漫画の日本語訳では，
詩人の谷川俊太郎が有名だが，彼は「hisfriends」を，
「幸せな仲間」「仲間のいる幸せ」という趣旨で表現してい
る。群なし，集う仲間は，人間を幸せにするものである。
そもそも，教育とは「人間を幸せにすること」に他なら
ない。その結論は天国の門の前で出されるものである。目
の前にぶら下げられた地位や名声，経済力などではない。
競争社会，格差社会などと表現される現代は，この原則を
失い，性懲りもなく量を求めて走ろうとしている。仲間と
集えば，そこに成果を期待し，求める。仲良しでだけ集お
うとする。スヌーピーは，そうした誤りを正してくれるの
である。
現在の教職ゼミのメンバーは，常連でも日本語日本文学
科，歴史文化学科，福祉社会学科，現代教養学科，環境デ
ザイン学科，健康デザイン学科と多様である。模擬授業の
練習をしようなどと実利を求めれば，他の場を選ばなけれ
ばならない。だから，教職ゼミではそうしたことはしない。
多様な人が集まれば，関わり方も一様にはいかない。
「スヌーピー」の登場人物でもそうである。スヌーピーの
飼い主のチャーリーブラウンは野球少年で，ピッチャー
であり，チームの監督も務める。ベートーヴェンをこよな
く愛する天才音楽家のシュローダーもいる。わがままで口
うるさいが，基本料金5セントでカウンセラーをしている
ルーシーヴァンペルトや，その弟で，いつも毛布を手
放せないライナスもいる。学生の集まりでも，こうした縮
図はよくあることだろう。それでこそ人間の群れであり集
いである。
日本ではスヌーピー人気は大変高く，キャラクター商品
の売上高はアメリカを凌ぐとされる。愛好層の年齢も幅広
い。そこに，世間を見ているからなのではないだろうか。
瑣事についても補っておきたい。
芥川龍之介の『侏儒の言葉』に「瑣事」という項がある。
人生を幸福にする為には，日常の瑣事を愛さなければ
ならぬ。雲の光り，竹の戦ぎ，群雀の声，行人の顔，
あらゆる日常の瑣事の中に無上の甘露味を感じなけ
ればならぬ。
（中略）
人生を幸福にする為には，日常の瑣事に苦しまなけれ
ばならぬ。雲の光り，竹の戦ぎ，群雀の声，行人の顔，
あらゆる日常の瑣事の中に堕地獄の苦痛を感じなけ
ればならぬ。
（『芥川龍之介全集』7，ちくま文庫，1989年所収）
これは，まさしく「教師の心得」でもある。知ることより
も，こうして感じること，その敏感性こそ教師に不可欠で
はないだろうか。
もう一つ詩人の言葉がある。高村光太郎の『智恵子抄』
中の「あどけない話」である。東京には空がない，本当の
空が見たいという，周知の短い詩である。「あどけない空
の話である。」（新潮文庫，1956年所収）で連は閉じられる。
「あどけない」，「他愛ない」言葉だが，詩人の魂は揺さぶ
られる。そんな心が教師にもほしい。
集い語り食事を共にすれば，このような力や心が育
ち，培われるものではない。それほど単純なものではない。
しかし，少しでも役に立つことは否めない。期待もしたい。
「○○の力」のようなマニュアルに頼らず，些細な機会を
大切に，大切にしたいものである。
残された学内での日々は少なくなってきたが，だからこ
そ，歴史の記録には残らないが，「教職ゼミ」に集い集っ
た仲間たちの記憶のために，思いを尽くしたいと，改めて
考えている。
（こいけ としお 総合教育センター）
（63）
